
緑輝く  いきいき  新庄

市の木モミと同じく、昭和59年に市の
花に選定された。順応性に富み、たく
ましい生命力を持つアジサイは、雪国
新庄人の気質を象徴する。

■市の花「アジサイ」

ホームページ http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール　info@city.shinjo.yamagata.jp

ホームページ検索

100万人のキャンドルナイト in Shinjo（6月19日／アビエス）

SHINJO PUBLIC RELATIONS  No.631
7
2010

広報

経
済
力
。

　人
行
き
か
う
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」基
本
構
想
策
定

特
集

検 索新庄市



父・俊夫さん、母・ハルミ
さんとともに酪農を営む田
宮さん一家。今年度、事
業を拡大するため、乳牛
100頭を収容できる牛舎
を建設中で、この秋完成
の予定。
「休日には、子どもたち
も牧草地で刈り取りの手
伝いをしてくれます。家族
そろっての作業は楽しい
ですね」と徹さん。農業を
楽しみながら所得の向上
を目指します。

行きかうまち
経済力

ふれあうまち
地域力

学びあえるまち
教育力

地域基盤力

Chapter 1 地域経済「現状と課題」

Chapter 2 農業振興「魅力ある産業づくり」

Chapter 3 雇用創出と商工業振興

Chapter 4 にぎわいと交流「人行きかうまち」
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地域経済 
　現状と課題 

Chapter  1 
経済力 
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農業振興 
　魅力ある産業づくり 

Chapter  2 
経済力 
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Chapter  2
農業振興 
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雇用創出 
商工業振興 

Chapter  3 
経済力 
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Chapter  3
経済力 
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にぎわいと交流 
　人行きかうまち 
　　の実現に向けて

Chapter  4 
経済力 
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新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画（
第
四
次
新
庄
市
振
興
計
画
）

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
構
想
を
策
定

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

　

わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
の
到

来
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、自
立
性
と
独
自
性
あ
る

地
域
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
四
次
新
庄
市
振
興
計
画「
新
庄

市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」（
以
下

「
総
合
計
画
」）
は
、
こ
の
よ
う
な
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、住
み
よ
い
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
、長
期
的
展
望
に

立
っ
て
、市
政
運
営
の
指
針
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、市
民
参
画
に
よ
る
市
民
本
位

の
ま
ち
づ
く
り
が
今
後
ま
す
ま
す
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、市
民
の
ま
ち
づ

く
り
の
行
動
指
針
と
し
て
の
役
割
を

持
つ
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

策
定
の
経
過

　

総
合
計
画
は
、市
民
委
員
三
十
五
名
、

市
職
員
二
十
名
か
ら
な
る「
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
策
定
委
員
会
」が
中
心
と

な
っ
て
原
案
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

策
定
作
業
は
昨
年
一
月
か
ら
始
ま

り
、最
初
に
、第
三
次
計
画
の
成
果
と
現

状
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

を
も
と
に
方
策
を
話
し
合
い
、目
指
す

ま
ち
の
将
来

像
、
計
画
の

柱
と
な
る
基

本
目
標
、
そ

の
実
現
の
た

め
の
方
策
な

ど
に
つ
い
て

協
議
し
て

き
ま
し
た
。

協
働
体
制
に
よ
る
策
定

　

今
回
の
計
画
策
定
は
、こ
れ
ま
で
以

上
に
協
働
に
よ
る
計
画
づ
く
り
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ

け
が
行
う
の
で
は
な
く
、市
民
や
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
行
政
が
協
力
し
、協
働

に
よ
り
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
ら

で
す
。

　

策
定
委
員
会
は
、計
画
の
原
案
作
成

の
役
割
を
担
い
、全
く
白
紙
の
状
態
の

企
画
段
階
か
ら
二
十
回
以
上
の
協
議
を

重
ね
て
基
本
構
想
原
案
を
作
成
し
、現

在
、基
本
計
画
原
案
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、よ
り
広
く
市
民
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）を
行
い
、市
議
会
へ
の
中

間
報
告
を
行
い
な
が
ら
、振
興
計
画
審

議
会
の
審
議
・
答
申
を
経
て
、市
議
会
に

上
程
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

9 広報 7.9  2010

▲まちづくり総合計画策定委員会

▲振興計画審議会会長より基本構想の答申（5月25日）

市
は
、平
成
二
十
三
年
度
か
ら
始
ま
る
新
た
な
振
興
計
画「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
い
く
た
め
の｢

ま
ち
づ
く
り
の
指
針｣

と
な
る
も
の
で
す
。

そ
の「
基
本
構
想
」が
市
議
会
六
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、正
式
決
定
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市時時そそそそ
の



笑顔輝くまち  新庄

■
時
代
の
潮
流

①
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会

の
到
来
②
安
全
・
安
心
を
求
め
る
意
識
の

高
ま
り
③
深
刻
化
す
る
地
球
環
境
・
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
④
経
済
・
情
報
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
⑤
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

と
協
働
に
よ
る
社
会
づ
く
り
⑥
地
方
分

権
の
進
展
と
行
財
政
改
革
の
推
進

■
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
課
題

①
産
業
の
振
興
②
子
育
て
、健
康
・
福
祉

の
充
実
と
防
災
・
防
犯
体
制
の
確
立
③
教

育
・
文
化
の
振
興
④
都
市
基
盤
・
生
活
環

境
の
整
備
⑤
環
境
問
題
へ
の
対
応
⑥
行

財
政
改
革
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

ふれあい、
学びあい、心をつなぐ

まち

教育

夢
を
持
ち
、元
気
で
才
能
豊
か
な
、い
の
ち

輝
く
新
庄
っ
子
を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、互

い
に
学
び
高
め
合
う
生
涯
学
習
を
推
進
し
、

豊
か
な
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
夢
と
感
動
の
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
し
ま
す
。

みんな健康で、
笑顔あふれる
まち

健康

子
育
て
環
境
を
充
実
し
、子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、だ
れ
も
が

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、市
民
が
連
携

し
、と
も
に
支
え
合
い
、防
災・防
犯
に
強
い

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

市民が参画し、世代間の交流を図りながら、
地域の特性を活かしたまちづくりを行います。
また、行政の効率化を図り、健全で効果的な
行財政運営を行います。

10

基本構想（検討案）パブリックコメント
市民から寄せられた意見と市の考え

●意見募集期間　平成２２年３月１５日～４月１４日
●意見等の件数　６件 （●意見、■項目／市の考え）

●すべての分野で“より良くなる”の最大公約数のファクター（要
素）は人口増である。それには若者の働ける場所を用意しなけ
ればならない。例えば、数百人規模の工場、大規模な老人介
護施設を誘致し、雇用と人口増加、交流を期待する。
■若者の働ける場の確保(大規模工場、老人介護施設など)
／産業・健康福祉・環境など様々な分野の施策の推進により
若者の働く場を確保し、将来像の「暮らしに活力」を実現してい
きます。

●新庄駅西側のアビエス広場に、市民が選んだ食事処が数件
入った建物を建築し、観光客の増加を狙う。食事処は市民ア
ンケートにより決定し、数年ごとに再度アンケートを行い店を入
れ替え、市の活性化につなげる。
■駅前広場アビエスに市民選定の食事処を／具体的なご意
見・ご提案のため、次の段階の基本計画（施策）において協議
します。

●「行動しない」「実行できない」市職員の意識を変える。戦後
の経済成長を経験してきた指導層の方々、議員の方々の意識
をデフレ・低経済成長時代に対応した「行動する」「実行する」
意識に。
●太陽光発電システムへの補助、林業活力を生かすためのペ
レットストーブ・ペレットの生産推進による産業振興、水力発電
への取り組み、原子力最終処理場の誘致などによる収入の確
保を。
■職員の意識改革／協働分野の政策に「市民ニーズ・行政課
題に的確に対応できる人材の育成」を掲げており、常に職員の
人材育成・意識改革を進めます。
■太陽光発電への補助、水力発電による電力販売、ペレット生
産による林業活性化、核燃料廃棄物最終処分場の調査地／
具体的なご意見・ご提案のため、次の段階の基本計画（施策）
において協議します。

●活力ある町にしてください。
■活力／目指すまちの将来像の重要な要素と位置づけています。

●海外にも目を向けた大きな夢を持った新庄っ子を育成してい
くことが重要。語学力ある人材を育成することにより、外資を
新庄に取り込むチャンスが増え街おこしにもプラスなる。そのた
め、「英会話ボランティア」の発掘などにも力を入れる。市民全
員が英語を話せれば、「言葉の壁がないまち」としてアピールす
ることもでき活性化につながる。
■英会話力の向上／教育分野の政策の中で、国際理解教育
などの現代的課題への対応を図るとしています。施策の検討
に生かしていきます。

●食の安全の問題の根本には環境問題も関係している。環
境を守ることは農業・農作物を守り、食の安全を守ることにつな
がる。今の新庄は環境に優しいまちとは言い難い。ごみ問題
の根本的な原因には人間のモラル・マナーの欠如、品格の無さ
が深く関係している。品格教育に老若男女問わず取り組んで
環境美化に努めるべきである。禁止条例があっても良いと思
う。
■環境教育、環境美化／教育分野と環境分野の政策の中で、
「環境教育等の現代的課題への対応を図る」「環境教育・環
境学習体制の充実」「環境保全に自発的に取り組む人材を育
成する」としています。さらに施策の検討に活かしていきます。

※内容は要約しています。全文は市ホームページでご覧になることができます。

■計画の期間 基本構想 Ｈ23．4～Ｈ33．3 １０年

基本計画 Ｈ23．4～Ｈ33．3 １０年

実施計画 Ｈ23．4～Ｈ33．3 後期5年前期5年

2011年度～2020年度

後期５年は前期４年が経過した段階で
実績を評価・検証して定める



自然と共生  暮らしに活力  心豊かに  　

■
目
標
人
口

　

計
画
目
標
年
次（
平
成
三
十
二
年
）に

お
け
る
将
来
人
口
は「
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
」の
試
算
に
よ
る
と

三
万
五
千
百
九
十
一
人
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
種
施
策
に
市
民
・
企
業
・
各

種
団
体
・
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
総
人
口
の
減
少
を
極
力
抑

制
し
、平
成
三
十
二
年
の
目
標
人
口
を

三
万
七
千
人
と
し
ま
す
。

■
土
地
利
用
構
想

　

地
域
の
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、公

共
の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、自
然
と
の
共
生

を
図
り
つ
つ
、総
合
的
か
つ
計
画
的
な
土

地
利
用
を
図
り
ま
す
。
市
民
が
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く

た
め
、土
地
利
用
関
連
計
画
の
調
整
の
も

と
、有
効
な
土
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

協働による誇りもてるまちづくりを進め、計画を実現します

自然と共生し、
環境に

やさしいまち

環境

人
と
自
然
の
共
生
の
た
め
、豊
か
な
自
然
環

境
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、ご
み
の
減
量

化
や
再
利
用・
再
資
源
化
を
図
り
、良
好
な

生
活
環
境
と
資
源
循
環
型
社
会
を
確
立
し

ま
す
。
ま
た
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
の

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

社会生活基盤が整い、
安全で快適な

まち

社会

冬
期
間
の
安
全
性
と
快
適
性
を
高
め
、冬
の

快
適
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、安

全
安
心
で
住
み
や
す
い
生
活
環
境
基
盤
を

整
備
し
ま
す
。
ま
た
、機
能
的
交
通
体
系
の

確
立
と
魅
力
あ
る
市
街
地
形
成
に
よ
り
、の

確
立
利
便
性
が
高
く
機
能
的
な
都
市
基
盤

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

いきいきと働き、
活力とにぎわいの

あるまち

産業

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
、や
り
が
い
の

あ
る
農
林
業
を
確
立
し
ま
す
。
ま
た
、さ
ま

ざ
ま
な
業
種
や
産
業
分
野
の
連
携
を
強
化

し
、活
力
あ
る
商
工
業
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、地
域
資
源
を
磨
き
隣
接
地
域
と
の
連
携

や
交
流
機
会
の
増
加
を
図
り
、魅
力
あ
る
観

光
産
業
を
確
立
し
ま
す
。

将来像

基本目標

政　策

推進手法

まちづくりの基本的な方向
（目指すべき将来像）を
定めた構想
基本的な施策を
体系別に示した計画
具体的な事務事業を
示した計画

基本構想

基本計画

実施計画

将来像

11 広報 7.9  2010

新庄市まちづくり総合計画

計画の構成

基本構想の体系



■公表対象期間　平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日 ◎市民課住民戸籍室☎内線123

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を公表します

1. 住民基本台帳法第１１条第３項の規定に基づく公表事項 
( 国または地方公共団体が業務遂行のために必要な場合）

請求者の名称 請求事由 閲覧日 住民の範囲

自衛隊
山形地方協力本部

自衛隊法に
基づく自衛官
募集事務

21/
12/1・3

平成４年４月２日～
平成５年４月１日・平
成７年４月２日～平成
８年４月１日の間の
生年月日該当者

2. 住民基本台帳法第１１条の２第１２項の規定に基づく公表事項
（統計調査など調査研究で、総務大臣が定める基準により公
共性が高いと認められた場合）

申　出　者
利用目的 閲覧日 住民の範囲

委　託　者

株式会社日本リサーチ
センター 代表取締役
社長 鈴木稲博

家計の金融
行動に関する
世論調査対
象者の抽出

21/
4/22

大字鳥越地区を
対象として

満２０歳以上の
男女１６件

日本銀行情報サービス
局内金融広報中央委
員会会長　小畑義治

株式会社日本リサーチ
センター 代表取締役
社長 鈴木稲博

子どもの運動・
スポーツ活動
に関する全国
調査対象者
の抽出

21/
5/12

本町・大手町・住吉
町・小田島町地区を
対象として満４歳
以上１９歳以下の

男女３１件
財団法人

笹川スポーツ財団
会長 小野清子

社団法人中央調査社
会長 中田正博 新聞読者基

本調査対象
者の抽出

21/
5/28

宮内町地区を対象
として満１５歳以上

の男女１８件株式会社朝日新聞社
マーケティングセンター
センター長　脇坂嘉明

申　出　者
利用目的 閲覧日 住民の範囲

委　託　者
株式会社サーベイリ
サーチセンター代表
取締役 藤澤士朗 
株式会社三菱総合
研究所社会システム

研究本部
本部長中村秀至

旅行・観光
消費動向調
査対象者の

抽出

21/
7/2

宮内町・大町地区
を対象として
男女８０件

国土交通省観光庁
参事官（観光経済
担当）矢ヶ崎紀子
社団法人新情報
センター事務局長

平谷伸次
がん対策に関
する世論調査
対象者の
抽出

21/
8/12

大字鳥越１０２８番
地～の鳥越地区を
対象として満２０歳
以上男女１３件

内閣府大臣官房
政府広報室
室長 齋藤敦
社団法人
中央調査社

会長 中田正博
２００９年１１月
全国接触者
率調査対象
者の抽出

21/
9/30

大字本合海地区を
対象として７歳以上

の男女１２件ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長
塩田幸司

株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長

若杉五馬
２０１０年全国
たばこ喫煙者
率調査対象
者の抽出

22/
1/26

金沢地区を対象と
して大正９年５月１日
～平成２年４月３０日生

男女２０件
日本たばこ産業株式
会社たばこ事業本部
情報部長　仲井賢治

社団法人
中央調査社

会長 中田正博
２０１０年６月
全国接触者
率調査対象
者の抽出

22/
3/25

大字飛田地区を対
象として７歳以上の

男女　１２件ＮＨＫ放送文化研究所
世論調査部長
塩田幸司

　市では、一定の年齢の人に子宮頸がん検診、乳がん検診
の無料クーポン券を発行します。がん検診無料クーポン券を
使い、がんの早期発見・健康増進に努めましょう。
◆対象
　４月２０日現在、市内在住の人で、前年度（平成21年4月2日か
ら平成22年4月1日までの間に）20歳･25歳・30歳・35歳・40
歳になった女性は子宮頸がん無料検診、40歳・45歳・50歳・55
歳･60歳になった女性は乳がん無料検診の対象者になります。
■子宮頸がん検診の対象年齢
年　齢 生　年　月　日
20歳 平成元年4月2日～平成２年4月1日
25歳 昭和59年4月2日～昭和60年4月1日
30歳 昭和54年4月2日～昭和55年4月1日
35歳 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日
40歳 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

■乳がん検診の対象年齢
年　齢 生　年　月　日
40歳 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日
45歳 昭和39年4月2日～昭和40年4月1日
50歳 昭和34年4月2日～昭和35年4月1日
55歳 昭和29年4月2日～昭和30年4月1日
55歳 昭和24年4月2日～昭和25年4月1日

子宮頸がん検診・乳がん検診
の無料クーポン券を配布します

◆事業の概要
　市が交付する無料クーポン券を使用することにより、自己負
担金を支払うことなく、無料で子宮頸がん、または乳がん検診
を受診できます。対象者で、４月以降すでに市の委託機関で
検診を受けた人には、無料クーポン券と引き換えに自己負担
金をお返しします。
◆実施方法
　対象者には、７月下旬に無料クーポン券と検診手帳を送付し
ます。受診できる期間は、８月１日から２３年１月３１日までです。
◆検診機関
　市と契約した検診機関・医療機関で受診できます。詳
しくはクーポン券に同封される案内をご覧ください。 
◎詳しくは、健康課健康推進室へ。☎内線516
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WARASUKO  HIROBA  MEGO²  NEWS WARASUKO  H

め
ご
め
ご
通
信
第4号

14

入場
無料

7月

●40  

徴
兵
令

　

明
治
初
期
、
新
政
府
は
次
々

と
命
令
・
法
令
を
発
し
た
が
、
そ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
明
治
国
家
の
骨

格
を
形
づ
く
る
も
の
で
あ
り
、
中

で
も
徴
兵
令
と
地
租
改
正
は
そ

の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

明
治
六
年
、
徴
兵
令
が
布
告
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
従
来
武
士
階
級
の
み

が
武
力
で
領
国
を
守
る
と
い
う
兵
制

を
根
本
的
に
改
め
、
国
民
全
て
が
一
定

年
齢
に
達
す
れ
ば
（
男
子
二
十
歳
）、

三
年
間
の
兵
役
に
服
す
べ
き
こ
と
を

定
め
た
法
令
で
あ
る
。
し
か
し
、
一

般
庶
民
に
と
っ
て
は
突
然
の
こ
と
で
、

制
度
の
理
解
不
足
も
あ
っ
て
恐
怖
の

も
と
と
な
り
、
全
国
的
に
は
反
対
の

暴
動
も
起
き
た
。
も
っ
と
も
、
徴
兵

令
に
は
、
体
の
虚
弱
な
者
を
免
役
と

し
、
官
吏
や
官
立
学
校
生
徒
、
一
家
の

主
人
・
嗣
子
（
跡
継
ぎ
）・
養
子
は
免

除
さ
れ
る
ほ
か
、
二
七
〇
円
を
納
め

れ
ば
免
除
さ
れ
る
規
定
も
あ
っ
た
の

で
、
人
々
は
こ
れ
ら
を
最
大
限
に
利

用
し
て
、
兵
役
を
免
れ
よ
う
と
し
た
。

　

最
上
地
方
で
は
、
大
き
な
反
対
運

動
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
虚
偽
の

養
子
縁
組
を
し
た
り
、
病
弱
と
偽
っ

て
兵
役
を
免
れ
よ
う
と
し
た
例
は
少

な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
下

西
山
の
愛あ

た

宕ご

神
社
が
「
徴
兵
除よ

け
の

神
」
と
し
て
あ
つ
く
信
仰
さ
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
も
、
人
々
の
徴
兵
へ
の
恐

れ
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ふれあい
　　学びあい

緑輝く いきいき 新庄

　
お
家
の
人
と
一
緒
に
交
通
指
導
員
の
話

を
聞
く
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、み
ん
な

真
剣
そ
の
も
の
。

　
参
加
者
の
感
想
で
は「
散
歩
の
時
な
ど

興
味
の
あ
る
所
に
走
っ
て
行
っ
て
し
ま
う

事
が
あ
り
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
す
。
今
日
習
っ

た〝
手
の
つ
な
ぎ
方
〞に
気
を
つ
け
た
い
と

思
い
ま
す
」「
話
も
分
か
り
や
す
く
、手
遊

び
や
紙
芝
居
、人
形
を
使
っ
た
お
話
、体
操

な
ど
楽
し
め
る
内
容
で
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」「
幼
稚
園
に
入
っ
て
い
な
い
の
で
、な

か
な
か
こ
う
い
う
機
会
が
な
く
今
回
参
加

で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
今
回
は
、
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の

園
児
も
参
加
し
、
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
一
緒
に

交
通
安
全
を
学
び
ま
し

た
。
保
育
士
さ
ん
も「
保

育
園
で
も
繰
り
返
し〝
ス

ト
ッ
プ
の
約
束
〞
を
教

え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
家
庭
で
も
歩
く
と
き
は

ぜ
ひ「
し
っ
か
り
手
首
を

つ
か
ん
で
」
と
い
う
手
の

つ
な
ぎ
方
を
実
践
し
て
、

大
切
な
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
泉
田
保
育
所
で
、
入
所
児
童
た
ち
と

一
緒
に
外
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
緑
の
木
々
が
庭
の
日
な
た
に
影
を
つ

く
り
、
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
、
遊
ぶ

に
は
と
て
も
良
い
自
然
環
境
の
中
、
す

べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
、
一
輪
車
に
砂
場

道
具
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
具
に
子
ど

も
た
ち
は
興
味
津
々
！
保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
も
小
さ
な
お
客
さ
ん
を
温
か
く

迎
え
、「
お
名
前
は
？
」と
声
を
か
け「
あ

れ
は
○
○
だ
よ
！
」と
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
方
は
保
育
所
の
中
を

見
学
さ
せ
て
頂
い
た
り
、
給
食
の
盛
り

つ
け
の
様
子
を
見
た
り
、
と
て
も
良
か

っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
あ
そ
び
の
広

場
を
展
開
し
、
子
ど
も
同
士
、
親
同
士

の
交
流
も
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　　　催しもののご案内

わらすこワンダーランド
17日㈯ 午前10時～ わらすこ広場

保育所児童による発表、おはなし会、輪投げなど

第４回めごめご子育て講座「じゃがいも掘り」
30日㈮ 午前9時45分～ 市民スキー場・体験農園

現地集合・現地解散。おやつタイムもあります！

◎新庄市地域子育て支援センター（わらすこ広場内）
☎22-５１１５

6月の子育て講座の
様子を紹介します

交
通
安
全
教
室

六
月
の
遊
び
の
広
場

こ
WARASUKO  HIROBA

わらす
広場
わらすこ



　

▲左からセリグマンさん、レープさん、オサニさん

●児童図書●

●一般図書●

１Ｑ８４～ＢＯＯＫ３～....................... 村上　春樹
オー！ファーザー............................... 伊坂幸太郎
夜行観覧車................................... 湊　かなえ
真昼なのに昏い部屋.....................江國　香織
オンエア 上・下巻........................... 柳　　美里 
初陣～隠蔽捜査 3.５～.............. 今野　　敏
ピストルズ....................................... 阿部　和重
君は素知らぬ顔で......................... 飛鳥井千砂
王の逃亡～小説フランス革命 5～...佐藤  賢一
鼠、闇に跳ぶ.................................. 赤川  次郎
下流の宴....................................... 林　真理子
天国旅行....................................... 三浦  しをん
プライド.......................................... 真山　　仁
お金で騙される人、騙されない人.... 副島　隆彦
ミサンガ！～スポーツの応援・アクセサリーに！～
　...................................................ブティック社
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人行きかうまち　人ふれあうまち　人学びあえるまち　しんじょう

ちびまる子ちゃんの春夏秋冬教室..... 関根　健一
たんていピンポン！！あぶないレストラン... 舟崎　克彦
クロニクル千古の闇６..........ミシェル・ペイヴァー
ルルとララのシャーベット................. あんびるやすこ
トーマス大図鑑 －２０１０－............. ポプラ社
くものすおやぶんほとけのさばき..... 秋山あゆ子
ショコラちゃんのあいうえお.......... 中川ひろたか
センシュちゃんとウオットちゃん.... 工藤ノリコ
であえてほんとうによかった.......... 宮西  達也

　

最
上
地
方
に
残
っ
て
い
る
記
録
に
よ

れ
ば
、
地
区
内
に
は
徴
兵
関
係
を
掌

る
役
員
と
し
て
「
徴
兵
議
員
」
が
お
か

れ
、
徴
兵
検
査
受
検
の
た
め
に
二
十

歳
に
な
っ
た
青
年
を
山
形
ま
で
引
率

し
た
り
し
て
い
る
。
新
庄
市
域
で
は
、

当
時
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
北
本
町

の
遅
沢
愷
太
郎
や
南
本
町
の
渋
谷
九

郎
兵
衛
な
ど
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
年
の
西
南
戦
争
で
は
、
徴

兵
令
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
兵
士
が

西
郷
軍
と
戦
っ
て
勝
利
し
た
と
い
い
、

こ
の
地
方
か
ら
も
徴
兵
令
に
よ
る
兵

士
と
し
て
参
戦
し
た
人
た
ち
が
い
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
記
録
が

な
く
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

旧
新
庄
藩
士
族
の
中
に
、
徴
募
巡
査

と
し
て
参
戦
し
た
者
は
多
数
い
る
。

　

さ
ら
に
、
後
の
日
清
・
日
露
戦
争

で
は
、
新
庄
・
最
上
か
ら
も
多
く
の

人
々
が
徴
兵
兵
士
と
し
て
従
軍
し
て

い
る
。

■開館時間:午前10時～午後6時
7月27日㈫～8月22日㈰の夏休み
期間は、午前9時より開館します。
■休館日:毎週月曜日
夏休み学習相談 7/30㈮・31㈯ 
午前10時から午後3時
◎市立図書館☎２２-２１８９

夫とともに山林経営に携わること半世紀。村の暮ら
しはどう変貌したのか? ボランティアの場「百樹の
森」での活動の様子を交え
て、若い世代に伝えたいこ
とを綴る。（真室川町在住）

今月の本
『森のゆりかご～癒しと
励ましの里山便り～』

                             柿崎 ヤス子／著 

六
月
七
日
よ
り
約
二
カ
月
間
、
米

国
コ
ロ
ラ
ド
州
立
大
学
の
学
生

三
名
が
、
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
新
庄
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
滞
在
中

は
、
市
内
の
小
中
学
校
で
、
国
際
理

解
活
動
、
小
学
校
外
国
語
活
動
、
中

学
校
英
語
の
授
業
支
援
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
交
流
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
内
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
は

日
本
の
家
庭
で
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
文
化
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

新
庄
で
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る
学
生

た
ち
に
、
感
想
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

◆
レ
ー
プ
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん

　「
日
本
は
教
室
に
生
徒
が
い
て
先
生

が
教
科
に
よ
っ
て
替
わ
り
、
ア
メ
リ
カ

で
は
、
教
科
ご
と
に
生
徒
が
教
室
を
移

動
す
る
点
に
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
新

庄
の
生
徒
は
元
気
で
た
く
さ
ん
話
し
か

け
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
と
て
も
親

切
で
す
。
自
転
車
で
市
内
を
散
策
す
る

こ
と
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」

◆
オ
サ
ニ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん

　「
新
庄
で
は
と
て
も
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
大
変
温
か
く
わ
た

し
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
先
生
方
も
と

て
も
快
く
わ
た
し
と
一
緒
に
仕
事
を
し

て
く
れ
る
の
で
、
授
業
の
手
伝
い
は
本

当
に
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち

は
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
と
て
も
熱
心
に

学
ん
で
く
れ
ま
す
。

　
わ
た
し
は
新
庄
で
た
く
さ
ん
の
友
だ

ち
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
」

◆
セ
リ
グ
マ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
さ
ん

　「
一
週
目
は
升
形
小
学
校
で
、
子
ど
も

た
ち
と
話
し
一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。
二

週
目
は
新
庄
中
学
校
へ
訪
問
し
、
生
徒

が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
部
活
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
他
の
学
校
で
も
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が

で
き
る
と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
」

今月のテーマ展示
『日本の伝統』

　文化・工芸・芸能・料理･････日本の伝
統にスポットをあてた本を集めました。受け
継がれてきた精神的・文化的遺産や慣習な
どをぜひご覧ください。

蔵書検索

コロラドから
　語学ボランティア

7月の
おすすめ



しん
じょう

季節の話題・市政の動き・催しなどを紹介します

TOPICS
16

■市に善意の寄贈（6月11日・17日／市役所）
【車いす・ベビーカー】
新庄あじさいロータリークラブから車いす３台とベビーカ
ー２台が寄贈されました。市役所に設置し、来庁者用に利
用させていただきます。
【本棚】　国際ソロプチミスト新庄から、子どもの読書活動
に役立ててほしいと絵本棚が寄贈されました。市立図書館
に設置させていただきます。

小型ポンプ操法の基本動作を
審査する消防団操法審査会が
開かれ、各分団から選出された
団員が迅速な動きで日ごろの
訓練の成果を披露しました。最
上支部大会には、第13分団第
1部第1班（泉田）が出場しま
す。

■新庄市消防団操法審査会（6月26日／新庄駅東口駐車場）

新庄・最上地域で活動するコ
ーラスグループ10団体と、沼
田小合唱部、明倫中音楽部が
参加し、発表会が開催されまし
た。会場となった市民文化会館
大ホールは、初夏にふさわしい
爽やかなハーモニーに包まれ
ました。

■第３５回サマーコーラスフェスティバル（6月26日／市民文化会館）

交通安全についての理解を深
めてもらいたいと、かもしかわ
くわく運動会が開催されまし
た。この催しには、市内の親子
連れ約300人が参加。参加者
は、交通ルールを交えたさま
ざまな種目に親子で挑戦し、
楽しいひと時を過ごしました。 

■かもしかわくわく運動会（6月26日／市体育館）　 ■市長がそば打ちで新庄の観光に一役！
（6月26日/杢蔵・四季の家）

ＪＲ東日本の主催により、新庄駅を出発し市内を観光
する「小さな旅行プラン」が行われ、くじら餅作りやさく
らんぼ狩り、バラの花摘みといった盛りだくさんの内
容に、今回初の試みとして、「市長と一緒にそば打ち体
験」が加わりました。日ごろからそば打ちを特技として
いる市長は、自ら参加者にそば打ちを指導。参加者は
自分で打ったそばを存分に味わいました。



TOPICS

▲歯の衛生週間に行われた「お祭り歯っぴぃ」（6月5日/ゆめりあ）

17 広報 7.9  2010

■走った！跳んだ！小学校陸上記録会
（6月15日／陸上競技場）

市内の小学生が参加し、小学校陸上記
録会が開かれました。参加した小学生
は友だちや父兄の声援を受け、精一杯
の力を発揮して、各種目の記録更新に
挑戦しました。

■地域保全活動で植栽
（6月18日／宮内地区）

環境にやさしい農業を目指して地域を挙げ
て取り組んでいる、農地・水・環境保全向上
対策。宮内地区では、自治会や地域保全会
に加え、聖マルコ幼稚園の園児たちも植栽
を行い、地域の環境保全活動に取り組みま
した。

1花と緑のまちづくり市民
会議がかむてん公園に植栽
（5月30日）
2花と緑のフェスタ「かむ
てん公園まつり」（6月27日）

3横浜150円商店街で新
庄の物産をＰＲ（6月13日／横
浜市神奈川区六角橋商店街）

■3 ■2 ■1

■第53回市民雪セミナー
（5月30日／雪の里情報館）

「沙漠の雪は生命の源」と題し、雪氷防
災研究センター新庄支所総括主任研究
員・阿部修さんによる講演が行われ、中
国タクラマカン沙漠を紹介し、水資源と
しての雪について考えました。

■社会貢献事業で保育園に花壇作り
（6月10日／パリス保育園）

社会貢献事業を行っている花キューピット
14山形支部(軽部耕行支部長)が、パリス
保育園で花壇作りを行いました。花キュー
ピット加盟店の指導のもとインパチェンス
やシバザクラ約400株を園児や父兄、保育
士が協力して植えました。

■石川良信さん（塩野）
自作の曲をＣＤに
新庄・最上を歌で元
気にしようと、恩師
の故郷・舟形を題材にしたご当地ソング
「舟形アユの里」を作詞・作曲しＣＤを制
作しました。カラオケ用を含む2曲入り
で1,260円。7月30日から発売します。
◎マルネ音楽事務所☎25-3702 
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ガス給湯器・ガラストップコンロ・台所・浴室・リフォーム 
― ガスを通して住宅設備のお手伝いをする ― 

（旧社名：㈱新庄プロパンガス） 

社名が新しくなりました！ 
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表 紙 の 写 真

全日本語りのまつり
in 新庄

○	とき　10月9日・10日・11日
○	ところ　市民文化会館ほか
○	特別参加券（新庄市民限定）
	 1日券500円
	 共通券（3日間）1,000円
※詳しくは、実行委員会

（新庄ふるさと歴史センター）へ。
　　　☎22-2188

この地域の未来のために  ～１００万人のキャンドルナイト in Shinjo～

大人も子どももキャンドルの灯火の中で
環境について一緒に考えようと新庄青
年会議所が「１００万人のキャンドルナイ
トイン新庄」を開催しました。ボランティ
アの協力により、約1,000個のキャンド
ルが点灯したほか、自転車発電や電気自
動車体験、ストリートライブなどが行われ、
多くの市民が、楽しみながら地球温暖化
防止についての理解を深めました。

で
し
ま
っ
た
さ
げ
　〝
明
日
　
和お

尚っ

様さ
ま

さ
聞
い
で
み
っ
ぺ
〟
っ
て
　
二
人
と
も

家
さ
帰
っ
た
け
ど
。

　
ほ
う
す
っ
ど
　
太
郎
兵
衛
ぁ
　
夜よ

中な
が

こ
そ
っ
と
　
白し

ろ

木も

綿め
ん

一い
っ

反た
ん

持
っ
て

「
和
尚
様
　
和
尚
様
　
明
日
　『
あ
の

墓
ぁ
　
清
正
の
お
墓
だ
』
っ
て
言
っ

て
け
ろ
」

て
　
和
尚
様
ど
さ
行
っ
た
け
ど
。
和
尚

様
ぁ「あ

ー
　
よ
し
　
よ
し
」

て
　
言
っ
た
ど
ご
　
ほ
の
あ
ど
　
次
郎

兵
衛
も
　
白
木
綿
一
反
持
っ
て
き
て

「
和
尚
様
　
和
尚
様
　『
あ
の
墓
ぁ
金

時
の
お
墓
だ
』
っ
て
言
っ
て
け
ろ
」

て
　
頼
ん
だ
っ
け
ど
。
和
尚
様
ぁ
　

ま
ぁ
だ

「
あ
ー
　
よ
し
　
よ
し
」

て
　
言
っ
た
け
ど
。

　
ほ
う
し
て
　
次
の
日
　
二
人
し
て
　

お
寺
様
さ
行
っ
た
け
ど
。
太
郎
兵
衛
ぁ

「
和
尚
様
　
和
尚
様
　
あ
の
墓
ぁ
　

加
藤
清
正
の
お
墓
で
す
べ
」

て
　
言
う
ど
　
和
尚
様
ぁ

「
う
ー
ん
　
加
藤
清
正
の
墓
…
…
で

も
　
ね
ぐ
…
…
」

て
　
言
っ
た
け
ど
。
ほ
ん
で
　
次
郎
兵

衛
ぁ「

ほ
ー
れ
　
み
ろ
。
あ
り
ゃ
　
山
姥

金
時
の
お
墓
で
す
べ
。
和
尚
様
」

て
　
言
う
ど
　
和
尚
様
ぁ

「
う
ー
ん
　
山
姥
金
時
の
墓
…
…
で

も
　
な
し
…
…
」

て
　
言
う
さ
げ
　
二
人
ぁ
　
ご
し
ゃ
い
で

「
一い

っ

体て

　
ど
っ
ち
の
お
墓
だ
　
和

尚
様
」

て
言
っ
た
ど
ご

「
あ
り
ゃ
　
な
あ
　
二
反
の
白
　

た
だ
取
り
の
墓
だ
」

て
　
言
っ
た
っ
け
ど
。

　
ど
ん
び
　
す
か
ん
こ
　
ね
え
け
ど

　

新
庄
ま
つ
り
の
山
車
風
流
に
も
た

び
た
び
登
場
す
る
虎
退
治
の
加
藤
清

正
、怪
力
の
山
姥
金
時
の
話
は
、年
配

の
人
な
ら
ば
、幼
い
こ
ろ
よ
く
聞
い
た

り
、
絵
本
で
読
ん
だ
り
と
知
っ
て
い
る

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、こ
の

話
は
、
我
の
強
い
二
人
の
男
が
、ど
ち

ら
に
も
軍
配
を
上
げ
な
い
和
尚
様
に
、

持
っ
て
行
っ
た
白
木
綿
を
二
人
と
も
取

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
結
末
。「
ん
だ

さ
げ
、あ
ん
ま
り
我
ば
通
す
も
ん
で
ね

え
」と
い
う
こ
と
を
教
え
る
話
と
思
い

ま
す
が
、皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。

（
新
庄
民
話
の
会
会
長　

佐
藤　

榮
一
）

絵
・
加
藤　

登
さ
ん

平
成

22年
7月

9日
号（

N
o.631）　

■
編

集
・

発
行

／
新

庄
市

 総
務

課
   〒

996–8501 新
庄

市
沖

の
町

10–37 TE
L.0233–22–2111　

■
制

作
・

印
刷

／
共

栄
印

刷
株

式
会

社
　

14,000部
発

行
広
報

7

新庄の 昔ばなし
『新庄のむがす三十選』より

環境にやさしい大豆油インキを
使用しています

二に

反だ
ん

の
白し

ろ

た
だ
取
り

　　
　
む
が
す
　
と
ん
と
　
あ
っ
た
け
ど

　
あ
っ
ど
ご
さ
　
太た

郎ろ

兵べ

衛
と
次じ

郎ろ

兵べ

衛
っ
て
ゆ
う
人
い
だ
っ
け
ど
。
二
人
ぁ

へ
そ
曲
が
り
で
　
へ
そ
曲
が
り
で
困
っ

た
ぐ
れ
　
へ
そ
曲
が
り
だ
っ
け
ど
。

あ
っ
ど
ぎ
　
二
人
ぁ
　
お
寺で

ら

様さ
ま

さ
行
っ

た
け
ど
。
ほ
し
て
　
太
郎
兵
衛
ぁ

「
こ
の
墓は

が

ぁ
　
加か

藤ど
う

清き
よ

正ま
さ

の
お
墓
だ
」

て
　
言ゆ

っ
た
け
ど
。
ほ
う
す
っ
ど
　
次

郎
兵
衛
ぁ
　
負
げ
ね
で

「
ん
ね
　
ん
ね
　
こ
の
墓
ぁ
　
山や

ま

姥ん
ば

金き
ん

時と
ぎ

の
お
墓
だ
」

て
　
言
っ
た
け
ど
。
太
郎
兵
衛
も
　
負

げ
ね
で

「
何
　
馬ば

鹿が

だ
ご
ど
言
っ
て
ん
な
。
こ

り
ゃ
間ま

違ぢ
が

い
ね
ぐ
　
清
正
の
墓
だ
」

て
　
言
う
ど
　
次
郎
兵
衛
も

「
ん
ね
　
ん
ね
　
金
時
の
墓
だ
」

て
　
な
ん
ぼ
し
て
も
　
引
っ
込
ま
ね
な

あ
け
ど
。
ほ
ん
で
　
ほ
の
日
ぁ
　
暮く

っ

5月末現在の新庄人

39,181人（39,506人）

女 20,464人（20,622人）

男 18,717人（18,884人）

世帯数 13,496世帯（13,484世帯）
5月の異動

出生  18人（016人）

死亡  13人（029人）

転入  90人（073人）

転出  88人（078人）
※（　）は1年前の住民基本台帳
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